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慶熙大学（韓国）　交換留学
商業・貿易学科４年　鈴木　由依

　大学生活の中で「何か一つ、真剣に取り
組んだと言えるものがほしい」と考え韓国
への留学に挑戦しました。
　韓国を留学先に選定した理由は、第二外
国語の講義を通じて似つつも異なる言語・
文化に関心を抱いたことがきっかけでした。
　留学にあたり、私は消極的な性格を克服
すること目標としました。そこで掲げた留
学テーマが「ショートコント韓国留学」で
す。とりあえず躊躇せずにやってみる、失
敗したら笑い飛ばせばいいという前向きな
思考で、積極的に挑戦することを意識し過
ごしました。
　特に印象に残っているのは、グループ研
究の講義に挑戦したことです。グループの評価がメンバー全員の成績に影響するため不安
もありましたが、現地の学生に混ざり自分の言葉で意見を伝え貢献できたことは、現在で
も自信として新しい挑戦への原動力なっていると感じています。
　新入生の皆さん、私は大学生活は好きなことができる特別な時間だと考えています。上
手くいくに越したことはないですが、失敗しても「ショートコントだった！」と捉え笑い
飛ばすつもりで挑戦してください。きっと失敗さえも良い経験だったと思えるはずです。
大学４年間、濃く充実した時間になることを祈っています。

～所属サークルの壮行会にて～

※記載の学年は体験記執筆当時のものです。
※商業・貿易学科は2022年４月より国際マーケティング学科に名称変更しました。

アルカラ・デ・エナーレス大学（スペイン）　 商学部留学プログラム
国際マーケティング学科３年　延田　真実

スペイン、マドリード近郊へ３か月の語学留学を行いま
した。

スペイン語力を伸ばしたいということ、高校の時からス
ペイン語圏の文化に興味があったこと、また多様な価値観
を知って将来の自分の可能性を広げるために何かしたいと
考えたことがきっかけでした。語学学校ということもあり、
さまざまな国籍の生徒とともに学習することができました。
　最初は言いたいことの半分も言えなくて、自分の意見を
伝えるのも一苦労でしたが自分の伝えようとしていること
を理解しようとしてくれるクラスメイトに恵まれ、最終的
にはスペイン語で言いたいことを言い合い、今でも何人か
とスペイン語でやり取りしてくれる友達を作ることができ
ました。この３か月の経験は自分の価値観に大きな影響を
与えていると実感しています。

インターネットを通じていくらでも知識を得ることはで
きますが、実際に現地に行き、体験しなければ、真に理解
したとは言えないと思っています。 国際化が進んだ現在、
海外での生活を時間のある大学生のうちにするのは、とて
も意味のあることだと思うので、ぜひ一歩を踏み出してほ
しいです。

〜友人とアストゥリアス料理〜


